
蔦空∴一一

」／卜そ礎要田やナ

スやキュウリ作り

等たし）でし筍車。

収積（号JLだ少で

タイ毛（エ）

』（上）解釈厚田しての床鴎唇

の和束竜郷
『仔）約窃槻ガードレールの

執離新線

J廟癖ご一会のゼ丁、しっかり

夜疎く、好が象のアブウイ

46斤目ヨ何高知新釘に

発最そ肌てい苦し声。

森
林
綬
術
セ
ン
タ
ー

蜜
か
す
囁
寵
、
支
線

妻
帯
上
底
山
田
郎
l
⊂
誘

急
誓
義
蓉
装
壱
ン
タ
」

や
卑
　
昏
な
餅
紆
質
や

稽
術
用
談
・
毒
、
彦
薇
軒

霧
廼
＜
の
疫
術
重
電

を
狩
り
て
い
牙
甘
。

慮
能
、
膚
宿
酔
の
耐
水
将
官
電

線
寮
府
瞬
レ
て
い
音
す
。
芽
だ

シ
き
ち
粛
噂
の
砦
遭
改
善
の

濱
、
雲
型
諒
軍
霊
蒜
乾

ヽ
目
指
2
．

命
　
⑳
京
城
義
農
が

二
　
っ
、
つ
・
〔
ん
、
ヲ

鎮
魂
の
詩
晴
々
と
瑞
山
忌

高
知
市
　
竹
内
雷
鳴
平

【
評
】
　
「
満
山
忌
」
は
5
月
1
1
日
。
高
知
市
吹
井
の

瑞
山
神
社
で
墓
前
祭
が
行
わ
れ
る
。
辞
世
の
漢
詩
（
花

は
清
香
に
よ
っ
て
愛
せ
ら
れ
／
人
は
仁
義
を
も
っ
て
栄

ゆ
／
⊥
と
朗
詠
。
清
風
に
胸
を
吹
か
れ
る
思
い
。
■

ん
上
っ
写
り
（
沌
芝
）
や

や
っ
て
い
け
な
い
、
人
為
が

ぢ
造
り
、
慧
ダ
違
え

痴
一
方
‥
・
く
ら
レ
の
弾

痕
が
強
ま
り
て
い
彦
す
。

レ
ガ
レ
r
挙
彩

筆
脅
す
㌧
碍
罵
㍉
鹿

田
の
鼎
国
広
夢
っ
陪
レ
尊

者
辞
秤
の
前
ぎ
直
り
。

4
月
の
家
計
葦
山

は
如
％
減
少
．
声
収
入
邑

幻
％
戚
彗
↓
ぽ
専
覆
い
ー

専
紆
床
の
監
痘
療
刻
。

み
な
ぎ
ん
の
柊
嶋
に
脚

が
痛
み
謹
す
。
何
と
レ
て

る
．
位
適
レ
を
ノ

◎
　
牙
が
固
帯
留
巌
を

鍵夢．呼
人
初
力
作
ダ
群
山
痴

り

・

委

葛

藤
好
帝
、
虜
の
吏
化
．

嘉
の
晋
か
彦
五
感
匿
冴

め
て
鷺
嘗
や
す
．
各
条

言
白
雲
エ

⑳
　
四
囲
鼻
蕾
球

大
金
や
、
の
数
年
ぶ
り
に

〝
′
藤
″
轟
。

2
日
レ
で
痴
巧
こ
ち
瞬

悠
轟
く
希
っ
て
1
1
象


